
階級制スポーツにおける急速減量に関する研究

(1)レ スリング選手の減量の呼吸・循環機能および筋力に及ぼす影響
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In order to fnd out the effects of rapid weight reduction on cardio-respiratory function
and on musculiar strength, six college wrestlers (in prepa.ration for actual competition) aad
two college weight lifters (only for experiment) were exposed to radical dieting and sweat-
ing from physical exercise to reduce weight for the duration of six to seven days and were
subjected to the exhaustive treadmill running and strength testing before and after the
weight reduction. Results obtained were as follows.

1. The average amount of weight reduced was 3.7kg (5,8%) for the wrestlers, and
53k5 Q.85%) for tie weight lifters.

2. All the values of skinfold thickness measured on the triceps, the subscapuliar, and
the abdomen were decreased; significantly especially, in the abdomen.

3. Decrease in musculiar strength was significant in knee extension, but was not signi-
fcant in elbow flexion.

4. As to the cardio-respiratory function, a) The all-out running time on a treadmill at
a given speed was reduced in average 30/. for the wrestlers and, 36/o for the weight
lifters. b) The heart rate was observed to be lowered, whereas the respiratory rate was
acutely increased in the early period of exhaustive running and kept higher level duriag
running. c) Decrease in oxygen intake (l/min.) and oxygen intake per body weight (mlAg/
min.) was signifcant. Also during running decreasing trends were obeerved, in oxygen
removal, tidal volume, and oxygen pulse.

5. From above results, it might be concluded that the rapid weight reduction of
average 5.8/o caused adverse effects on the wrestlers who were in prepa.ration for actual
competition. [Proceedings of Department of Physical Education, College of General &luca-
tion, Universrty of Tokyo, No. 7, 29-d0, 1972I
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緒   言

スポーツにおける「重量階級制度」(以下単に階

級制と略す)は,元来,ス ポーツの近代化ととも
に,競技を具備するためにつくられた制度である .

しかし,一面において, 自己の体重を不自然に減
じて,自己の体重の階級より軽るい階級に出場し,
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表 1減 量 方 法 の 変 更 と そ の 着 手 時 期
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競技を有利に進めようとする現象を起させた.ま

た.競技であるがゆえに,その減量の程度も激し
く,過大な生体負担となる場合が少なくない.日
本体育協会の報告

1)に よれば,階級制スポーツに
出場する選手 (レ スリング,ボ クシング, ウェイ
ト・リフテング)の殆んどが減量の経験をもって
おり約80%の者が 2回に 1回の割合で試合の際に

減量を行っているといい,時には自己体重の6～9
%の減量をして試合に臨んでいる.

ところで,階級制スポーツに多くみられる「急
速減量」とは一般的にどれくらいの期間で行われ

る減量を指しているものであるかを, 日本一流選

手の減量について調べた前出の日本体育協会の資

料
1)か
ら推察すると,それは,選手が減量を行う

にあたって,減量方法を減量時期によって変更す
るか否か に よって異ってくるのであるが, 表 1

に示したように,「時期によって減量方法を変更

しない者」および,「減量方法を 2つの時期に分
ける者」では,第 1回 目の減量開始時期はおよそ
4～6日前である.一方,「減量方法を 3～5回の

時期に分ける者」では,第一回目の減量開始時期
がおよそ 12～ 15日前となっている,こ の時期に

行われる減量方法として,一番多いのは「練習量
の増加」および「練習時厚着による落汗法」など

であるのに対し,第二回目の減量開始時期となる
と,お よそ 5～6日前となり,前 2群の者と同じ
ように, 減量方法として「減食」「入浴や蒸風呂

などによる落汗法」および「 ドライ・アウト」な

どが多く使われるようになってくる.すなわち,
よリー層,減量を意識した手段が使われてくる.
これらのことから推察すれば,実質的に急速な体

重減少を起こす期間は 5～6日 以内と考えられる .

そこで一般的に階級制スポーツにみられる「急速

減量」とは,特別な例を除けば,大体,1週間以内
かあるいは 1週間前後の期間に行われる減量であ

ると考えてよいと思われる.そ こで,本研究はま

ず,お よそ一週間程度で行われる減量について検

討しようとした.従来,急速減量に関する生理的検

索はレスリング
2),3),4),5)ボ クシング6),7),8)柔 道

9),

また,階級制ではないが,競馬の騎手10)な どにお
いて種々なる条件下において研究されている.

急速減量を行う場合 (1)競技であるから急速減

量をしても最大能力を発揮しなけれ ばならない

し,ま た (2)試合を目前にして減量を行うか否か

によって心理的影響もちがってくると思われる.

しかし, この 2つの条件を同時に満たす研究は少

ない.そ こで,本研究は 2～ 3日 後に試合を控え,
約 1週間の減量を行ってきたレスリング選手を減

量前後に Treadmill a1lout走 を行わせ, 特に呼

吸・循環機能に及ぼす影響を検討した.

実 験 方 法

A)被 験者
被験者は関東大学一部 リーグに属する某大学の

フリースタイルのレスリング選手 6名 (以下 A一

Gr。 と略す)で,全員レギュラー選手である.内訳
は 52 kg級 1名,57 kg級 3名 ,62 kg級 1名お

ょび 67 kg級 1名である,年令は 19才～21才 ,経

験年数 5～7年で,全員が減量の経験者である.
なお,52 kg級の選手は昭和43年秋のインターカ
レッジの優勝者である。なお,こ れらの被験者に

加えて,実験的に減量を行わしめた体育専攻学生
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2名 (年令 20～21才 ,大学ウェイ トリフティン

グ選手,経験年数 4年,以下 B―Gr.と 略す)の資
料を加え,比較した。表 2に被験者の体格を示し
た.

表 2被 験 者 の 体 格
Table 2 Physlque of the Subject
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C)測 定項目
1)体 重 : Tanaka製天びん式 体重計 (精
度 50g)を 用いた .

2)皮脂厚 :Keys‐ Brozek tt Skinf01d Caliper
を用 いて右上腕外側中央部 (以下腕部と略

す),右肩甲骨下部 (以下背部と略す)お よび

鷹部右横 (以下腹部と略す)の 3部位を測定
した.

3)筋力 :半導体力量計を用いて右屈腕力およ
び右脚伸展力を測定した.

4)Treadmill allout走 :斜度 8.6%,速度 :

A―Gr◆ は 180～220mノ min.B― Gr。 は 140

mノ min。 で Trealmill a1lout走を行わせ,

その時の走行時間,心拍数,呼吸数および呼
吸ガス代謝 (ダ グラスバッグ法)を測定した,

呼気の分析には補正済の福田製 Respirizerを

用いた。心拍数および呼吸数はそれぞれ胸部

誘導法およびサーミスター法により導出し,

それぞれ15秒間をとり1分間値に換算した.

以上の 4項 目について,減量前および減量最終
日に同一の方法で行なった.

なお,測定時の気温は減量前では,22～ 24° C,

減量後では 21～22.5°Cであった。また,測定は

すべて東京大学教養学部体育実験室にて行った.

結 果 と 考 察

1)体重の減量について
表 3に示したように A―Gr.は平均 3。 7 kg(2.3

～4.9 kg)の減量であり,Subio S.U.を 除いた他

5名が減量前体重の5%を越えた.特に Subje S.Y.

と No M.は 6.6%の減量であった.こ の群では

試合の関係から試合の3日 前を減量後の測定日と

したために, この日までに自己の制限体重までに

減量するよう指示したが,全員が,制限体重に達

することは出来なかった.

Subi.SoY。 ,SeU.,M。 の 3名は自己の制限体重

まで 0。 3～ 0。 6 kgを残しただけであったが,他
の 3名は 2。 0～ 2。 5 kg(3。 2～ 3。 4%)も 残した。
この 3名は 3日 間でさらに 3%強の減量をしなけ
ればならないことになるが,試合の間近に急激に

減量を行うことが予想される.

また,実 験的に減量を行った B― Gr.は 平均
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B)減 量の条件
1)減量期間
A―Gr。 : 試合の 3日 前からさかのぼった 6～

7日 間であり,試合のための合宿期間中で

ある.(減量時期は昭和43年5月下旬で,試

合は 6月 初旬に行われた。)

B―Gr.: 昭和 43年 10月 下 旬 の 7日 間であ

る。なお,体重の調整期間として合宿生活
にあった A一Gr。 は勿論のこと,B一Greも

減量に入る 1週間前から日常の練習を含め

た通常の生活を行わせた.

2)減量方法
従来よく用いられている

1)次 の 2つの方法

を併用した.

イ)減食法 :A―Gr。 では合宿中であり全員が
同じような食事内容であり,お よそ前半は
1400～ 1900 Calノ 日,後半は 600～ 1000 Calノ

日とし,B― Gr。 では前半 800～ 1500 Calノ

日,後半 300～ 1000 Cal≠ 日とした.
口)練習等による落汗法 :A一Gr。 では 1日約
2時間,後半2日 間は 3～ 3。 5時間,B―Gr.

では約 1時間の練習をそれぞれ行った。

X
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２０

※

H.Y.
M.A.

一Ｘ 167.8



tems

Subj.

Body
weight

(kg) Abd

B

Skinf01d thickness (Innl) Muscular strength (kg)

omen

lA

Subscupular

BIA
Ｔｒｉ

一
Ｂ

ceps

lA
Elbow flexion

-

Ble
Knee extension

IBIA

Ｑ
”
ｏ
】
〇
―

く

S.Y
No M
S.U
K.N
M。 0
T.A

66。 6

74.4

54.6

62.5

61.4

62。 3

62。 4

69。 5

52。 3

59。 0

57。 6

59.0

4.5

5.5

6。 5

5.5

3。 0

6.0

2。 7

4.1

5。 0

3.7

2.5

4.5

7.6

7.1

9.5

6.0

5.6

6.0

6。 5

6.6

9。 1

5.5

4.5

5。 5

4。 0

6.0

6。 5

3。 0

3。 0

5。 1

3.5

4。 4

3,5

2.5

2。 5

4,5

40

38

27

31

34

31

76

69

63

69

63

73

76

61

53

63

53

64

61。 7

7。 78

X
S.D.

59。 9

5。 21

5,2

1。 14

3.8

0.91

7.0

1.33

6.3

1。 44

4.6

1.37

3。 5

0.80

34。 0

4.04
一「 68.8

4。 79

Ｑ
●
Ｏ
】
〇

ｌ

ｍ

H.Y.
M.A.

68。 5

65.0

63.0

60。 0

7。 0

6.0

4。 0

5.0

9。 0

7.0

6.5

6.5

5.0

5。 0

4。 0

4.0

41

51

100

101

70

96

32 体育学紀要 第 7号

表 3減 量 前 後 の 体 重,皮 脂 厚 お よ び
Table 3 Changes Of body weight, skinfold thickness

before and after reducing.

筋 力 の 変 化

and muscular strength

ヽ

66.8 
| 

or. s

B : Before Reducing
A : After Reducing

***1%水
準で有意

** 573    〃

一Ｘ

5。 25 kg(5。 0～ 5。 5 kg)で平均 7.85%の減量で
あった.

急速減量を検討する上で,減量開始時の体重に
差がある場合に,減量度を絶対値で示すよりも減
量開始時の体重に対する割合で示した方が便利で

あるが, この場合,基本体重をどの時点でとらえ
るかが問題となる.

体重は比較的変動しやすく,そのために,同程
度の減量を行おうとする時,減量を始める前の身
体の活動状態 が どのような状態かによって異な

る.つまり日常規則正しく, 相当強 い身体活動
を行っているか否かによって「実質的減量」とい

う意味から大きな差があるように思われる.た と
えば, 日頃, よく鍛練している運動家とそうでな

い一般人とか,運動家でもシーズン中かオフ (活
動が少ない)で異なってくる.小野11)に よれば,
体重の減少には「真の体重減少」と「みかけ上の

体重減少」があるという.すなわち,1～ 2日 の運
動量の増大によって体重は容易に変化すると述べ

その時の限界値は約 4 kgでぁり, この範囲内の

変動をもって体重の増減を評価するのは慎重を期

せと報告している.しかし,本実験の被験者に関

しては,ス ポーッマンであり,A―Gr。 は試合を目
前にして,激しい練習を行って来ており,叉,B
―Greで も体育専攻学生であり毎日2時 間 のクラ
ブ活動 (Weight‐lifting)の練習を行って来たこと

などを考えても,今回の減量はいわゆる「真の体
重減量」であったとみなしてよいと考えられる。

2)皮脂厚および筋力の変化について
皮脂厚 (表 3)は , 3部位において有意な減少
(1～5%水準)を示した.
A― Gr.,B― Gr.それぞれ,腕部で平均 24%,
20%,背部で 10%,19%,腹 部で 27%,31%の
減少を示し,腹部の減少が目立っている.叉,B
―Gr。 の方が減少度が大きい.

腹部の減少が他の部位に比べて大きいのは著者

の以前の研究
13)ゃ R.N.Singer3)ら の報告と一

致した.叉,A一 Gr。 は背部より腕部の減少が大き
かった。このことは Singerの レスリング選手の

結果と同様であった。

筋力 (表 3)ヤま A― Gr.,B―Gr.それぞれ,屈
腕力では平均 2.9%,2%と 有意な低下は示さな
かった。なかにはむしろ増加した者もあった.一
方,脚伸展力ではそれぞれ平均 19%,17%と 有意

6.bla.sl s.ott 6。 5 b.oln.ol n 101
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な減少 (1%水準)を示した.A― Gr.で 1名のみ

不変であったが,他は全員減少した,特に B―Gr。
の Su可.H.Y。 は 30%も減少した.しかし,減量
度と筋力の減少度の間には相関関係はみられな

い.

一般に, レスラーやボクサーのサウナバス,蒸

風呂,ラ ンニングなどによる 2～3時間の急速な
落汗による減量では,筋力はむしろ増加する傾向
さえあり必ずしも減少しない

5).6),し かし, 減量

を初めて経験する柔道選手の 2時間の入浴による

落汗減量では全例が減少する
9)。
また,数日間の

減食と練習などによる落汗法の併用した減量では

有意な低下はみられない
2).3).4)。 しかし1週間,

筋肉運動を主体として合宿練習を行わせて減量さ

せると減少する者の方が多いという
6).以上の諸

報告をみる限り,減量が筋力に与える影響は,行
われる減量に関する様々な条件 (例えば,減量の

方法; 期間, 程度あるいは減量経験の有無など)
の違いによって異なるように思われる.減量の程

度が大きいからといって必ずしも,筋力の減少度
が大きくないということからみても,筋力の発現
に関しては心理的要因が大きく作用することがう

かがえる。このことは猪飼
14)が
述べている「筋力

の生理的限界と心理的限界」という問題に関係が

あるように思われる。

すなわち,減量時の精神的苦痛や減量をして試

合に臨まねばならないための緊迫感などの異常と

思われる精神的興奮が大脳の内制止を制止して脱

制止をを起させ心理的限界を高めさせる結果にな

る場合も考えられる.

ウェイ ト・ リフティングなどの場合,激しい減
量をしているにもかかわらず自己の最高記録を出

す例があるのはこの例であろう
12)。
今回も, B―

Gr.で減量前後のウェイ ト・リフティングの記録

をみてみると Subjo MoA。 は減量前 トータル 260

kg(プ レス 80 kg, スナッチ 即 kg,ジ ャーク

1∞ kg)が減量後ではトータル 270 kg(75 kg,

85 kg,110 kg)と 7。7%の減量にかかわらず 10
kg記録の更新があった.しかし,逆に Subio H・

Y.|ま トータル 270 kg から 260 kg と 10 kgィ氏

下があったことなど考えると個人差は大きい。

今回の実験では,屈腕力に比べて,脚伸展力だ

けが有意に減少したが,これは 2～3時間の短時
間で行われる急速落汗減量とは異って,今回のよ

うな減食を中心に練習による落汗減量を併用し,

6～7日 間も続けたことによって,空腹感,倦怠感
や,下肢や腰などの異常な脱力感,疲労などが,減
量に伴って遂日的に増大してゆくことが,上肢と
下肢の抗重力筋の差の関連から,脚力の減少に結
びついたのかもしれない.また,減量に対して経
験の無い例では,身体的影響のみならず,特に,
心理的影響が大きくマイナスにはたらくことが予

想される.B“Cr.は,初めての減量経験であった
ことが (Subj.H.Y.)大 きな脚力の減少と関係が

あるのかもしれない.

3)Treadmill a1lout走 時の走行時間および

呼吸・循環機能の変化について

表 4は両群の減量前後の Treadmill allout走

時の走行時間および呼吸,循環機能の最高値を比

較したものである。

走行時間 (allout time)は 走行スピードが早

すぎたと思われる A― Gr.の Subio M。 0。 を除け

ば,両群とも,減量後に著しく短縮した.(1%水
準で有意差あり)A―Gr.では平均 5′45〃 から2′45″

に,B―Gr。 では 5′29″ から 3′06″ とそれぞれ平

均 31%お よび36%の減少であった。

最高心拍数 (Maxo Heart Rate)は減量前, A
―Gr.は 平均 182b/min.B― Gr。 で平均 188bノ

mineでぁったのに対し,減量後ではそれぞれ,
平均 170bノ min。 173bノ min。 と低い値を示した。

(5%水準で有意差あり),こ の心拍数は Subi.K.

Neを除けば,一般的にいえば心拍数の上限とは考

えられない.また,走行中の心拍数の動向 (図 1)

は減量後ではいずれも減量前より低い水準にあっ

て alloutに到っているのが特徴であった,特に,
Subio So U。 にこの傾向が著しい。

一方,呼吸数の変化をみると,最 高呼吸数は

(Max.Respiratio,Rate)は A―Gr.で減量後の

方が高い値を示した例もみられたが,A― Gr.,B
―Gr,それぞれ平均 64fノmin。 ,65f。ノmin.か らそ

れぞれ 61fノmin。 ,58fノmin。 と低い値を示した.

ところが,走行中の呼吸数の動向 (図 1)をみる

と,心拍数の変化とは異って,減量後では減量

前の上昇傾向より立上りが著しく早く,減量前の
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値を越している。すなわち,走行開始後,30〃～

60″ あたりから急に減量前よりも高い状態が続い

てa1loutに到っている。 Subj.S.U。 (S.43全 日

本学生選手権 52 kg級 ,優勝者,今回一番減量度
が少なかった)では,こ のような傾向はないが,

逆に心拍数の水準が他の例に比べて著しく低い状

態に滞っている。このような呼吸数の急激な増加

は肺胞内部の空気を外界からとり入れた空気との

交代をさまたげる結果となり,外呼吸の効率の低

下を意味する: しかも,図 2に示した如く,走行

中の一回換気量 (Tidal V01ume)で も減少する傾

向がみられた。

猪飼ら
15).16)に よれば,運動中,呼吸数が急激

に増加することは,走行を持続させるために,不

利な状態になることを意味すると述べており,減
量後における走行時のこのような呼吸数の急な増

加および一回換気量の減少の傾向は a1lout状態

37

に早く追い込んだ原因の一つであろう.また,図
3に示した如く,減量後では走行中の酸素摂取
率がいずれも低下の傾向にあったことは,呼吸数
の急激な増加と一回換気量の減少とともに,明 ら

かに呼吸機能の低下を意「味するものと考えてよ

ぃ.alloutの時点では, 減量前後で酸素摂取率
に大差はみられないが (こ のことは減量後の測定

において, 生理的に a1loutに到っていることを

意味する
17))走行中では明らかに差がみられ,減

量後では低下している.呼吸数の変化が他の例ど

異って少なかった Subje So U.で は,走行初期で

は,むしろ減量後の方が増加しているが,4分 を
過ぎるころから減少している.同 じような傾向は

一回換気量の結果にもみられる.

一般に,持久走能力の破掟が起る時にも同じよ

うな呼吸系の反応が起っている
15),16)。
今回,減

量を行ない a1lout走を行った時, 同じような呼

階級制スポーツにおける急速減量に関する研究

4055

50

Su●.H.Y。

tB― Gre)

tr-Rest+f-EXercise Rest ,,

su,。 M.ん
tB― Gr.)

1。025

"

図 3 Trmdmill an out走による減量前後の酸素摂取率および酸素摂取量の変化

Fig.3 Changes of oxygen removal and oxygen intake during trttdllin anout running
before and after leducing
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o-o Before Reducing

x-x After Reducing

38

2 Ex&ciご

1  2  3  4 min.
Exerclse

吸系の反応が容易に出現したわけだが,異なると

ころは減量後の心拍数の水準が減量前に比べて,

低い水準に滞っていたことであり, これは,呼吸

機能が早い時期に限界に達したために,十分機能

を発揮できないままに終ったものか,あ るいは,

減量が疲労などにより心臓機能に抑制的に働いて

心拍数の上昇を抑えているものなのかについては

更に詳細な検討を待たなければならない。いずれ

にしても,生体が急速減量という強いストレス下
におかれ, その上,a1lout状態まで追 い込んだ

時,猪飼15)ら が述べている如く『生命の危険防衛

という点からみれば,心臓機能よりも呼吸機能が

先に限界に達する』と思われる様相が,生体を急
速減量というストレス下においた時, より明確に

示されたと考えられよう。

図 4は酸素脈の成績である。Subi.H.Y。 を除け

ば,全体的に減量後では減少の傾向にある。Subi.

SeU.では Tidal Volume,02 Removalと 同じよ

うな経過を示している。

酸素脈の減少は,こ の場合,心拍数の上昇の割
には酸素摂取量が少なかったためであり,酸素摂
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図 4 Treadmill al1 0ut走 による減量前後の酸素脈の変化

Fig.5 Changes of oxygen pulse during treadΠlill allout running before and after reduing

取率の減少 → 心拍出量の減少と結びつくことに

なる,いずれにしても,呼吸,循環機能が低下し
ている傾向がうかがえる.

実際に,減量が′い臓機能にどれ程,影響を与え
るものなのかについては,入浴,サ ウナバス,蒸
し風呂などの短時間落汗減量では中等度の運動負

荷 (HoSoT.)に 対しても,比較的影響は大きい
6),9).

これは,温熱による強いストンスが一過性に生体
に作用し,更に,脱水による血液濃縮現象が起るた

めである.一方,通常,減量法としてよく用いら
れている減食と練習などによる落汗の併用で数日

間から1週間で約 7%の減量 で同様 の運動負荷
(HoSoT。)に対してはさしたる影響はないとする報

告が多い
2),3)。 4), しかし, これらの報告は Sub‐

maximal workに対する心拍数の回復能力からみ

ているものが殆んどである。ところが,Treadmill

al10ut走 による Mttimal workを 負荷した本

実験では,走行に伴って呼吸機能が早い時期に限
界に達し,酸素脈の減少の傾向から心拍出量の減
少が推定された。このように,減食や練習などに
よる落汗法の併用による今回行われた程度の減量

Subi.Ho Y.

(B― Gr.)

Subio N.・ M。
・
(A=Gr.)

Subi.M.A.

(B一 Gr。)
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にしても,呼吸,循環機能の低下のあきらかな例

がみられたことは明白である.一方,実験的に減

量を行った B― Gr。 は減食を主体として行った減

量であり,A―Gr.ほ ど落汗による減量は行ってい

ないし,かつ,A― Gr。 ょり減量度が大きい.こ の

グループは,A―Gr.ょ りも走行時間は若干短縮し

たにしても,酸素脈にみるように,A一 Gr。 ほど呼

吸・循環機能への負担は少ないのではないかと考

えられる.レ スリングやボクシングなどのような

持久的要素の強い競技では練習や トレーニングに

よって多分に落汗が起るので,更に他の方法によ

って落汗することは,長時間の競技を続けるうえ

において,心臓への負担の面から好ましくなく,

個た人の体質や体格に応じた「減食」を主体とし

た減量方法が研究されなければならない。また,

減量に伴って,徐々に増してゆく空腹感や脱力感 ,

俗怠感などによる心理的苦痛などを柔らげる方法

も考えられるべきであろう.

ま  と  め

重量階級制スポーツに多くみられる急速減量が

生体にいかに影響するかを,試合を目前にして減

量を行った大学レスリング選手 52 kg級 から 67

kg級までの 6名 (以下 A―Gre)と 実験的に減量を

行った大学体育専攻学生 2名 (大学ウェイ ト・リ

フティング部員以下 B― Gr。)の計 8名について,

6-7日 間の減量前後に Treadmill a1lout走 を行

わせ,心拍数,呼吸数および呼吸ガス代謝などの

変化を中心に検討した.その結果を要約すると次

の如くである.

1)体重は A―Gr。 で平均 3.7 kg(5.8%)で あり,
B― Gr。 では平均 5。 3 kg(7。 85%)と それぞれ

減量であった.

2)皮脂厚は両群とも,腕部,背部,腹部の 3部
位とも有意 (1-5%水準 A― Gr。 のみ)に減少

したが,B―Greの方が減少度が大きい,叉,腹

部の減少が他の 2部位に比べて大きかった.

3)筋 力は,両群ともに,屈腕力では減少は大き
くないが,脚仲展力では有意 (1%水準 A一Gr.

のみ)に減少した.

4)Treadmill a1lout走行時の呼吸, 循環機能

の変化は

イ)持久時間は A―Gr。 で平均 4′02〃 から 2′ 45〃

と31%,B一Gr.では平均 5′ 29〃 から3′06〃 と
36%それぞれ短縮した.
口)最高心拍数はA―Greで平均 182b。ノmin.か ら
170b.ノ min。 に,B一 Gr。 では平均 188b。 /min.

から173b.ノ min。 とそれぞれ低い値であった .

同様に,最高呼吸数でも平均 64f.ノmin.か ら
61f.ノmin。 に平均 65f./min.か ら 58f.ノmin.

と低い値を示した。ところが走行中のこれら

の変化をみると,心拍数は低い値のままに滞
っているが,逆に呼吸数は,走行開始後早い時

期 (30〃～60〃)か ら急激に減量前よりも増加
して a1loutに なるのが特徴であった.

ハ)酸素摂取量および体重当り酸素摂取量はA
―Gr.で平均 3。 2ノ/min.か ら 2。 5′ノmine(1%

水準)お よび 50。 7m〃kgノmin.か ら 41。 9
mノノkgノmin.(5%水 準)と 有意に減少した。
B一 Gr。 では平均 3。 4〃min.か ら 2。 8〃min.

ぉょび 50。 lm〃 kgノmin.か ら 45。 4m〃 kgノ

min.と それ ぞれ減少した.

二)走行中では一回換気量,酸素摂取率,お よ

び酸素脈の減少の傾向がみられた .

5)以上の結果から,今回行なわれた範囲の減量
(A― Gr.)で も試合を目前にして行われた場合,

相当の呼吸,循環機能への負担が推定され,走

行時間などに,著 しく影響を与えていると思わ

れる.

最後に御校閲を戴きました黒田善雄教授に感謝

致します .

また,実験に御協力戴きました国士館大学体育

学部運動生理研究室の渡辺剛先生および東洋大学

レスリング部コーチ清水守氏に感謝致します .
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